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瓦版 大坂大地震津波図 

嘉永 7（1854）年 11月 4～5日発生 

森島國男家文書 C2313            

 安政南海地震では、震源の太平洋から大津波が押し寄せ、紀伊半島・大阪湾などを襲いました。有名

な「稲むらの火」は、この大津波が紀伊国（現在の和歌山県）を襲った際の逸話です。地震発生から約

2時間後、大坂の街に津波（1.6～1.9メートル）が到来し、激しい被害に見舞われました。 

この瓦版は大坂の津波被害の状況を描いた絵図で、上が南、下が北です。海岸に近い低地はことごと

く浸水しています。 

江戸時代の大坂は堀川（運河）がめぐらされ、船を利用した物資輸

送が発達していたので、地震直後、川船に避難した人がたくさんいま

した。そこへ津波によって大阪湾から堀川内に押し流された多くの船

が衝突し、大勢の犠牲者を出しました。 

特に道頓堀川では被害が大きく、多数の大船・小船が、複数の橋を

次々に突き破って下流から上流へと逆流し、大黒橋で横転した大船に

乗り上げて停止する

というありさまでし

た。 

 

 

 

 

大地震両川口津浪記石碑 

大阪市浪速区  安政 2（1855）年 7月建立 

嘉永 7（1854）年 11 月の安政南海地震で発生した大津

波による犠牲者の供養塔。後ろは京セラドーム大阪。 



 

 

嘉
永
七
年
寅
霜
月
四
日
巳
之
上
刻
よ
り 

大
地
震
ニ
付
、
大
坂
市
中
殊
之
外
破
損
有
之
候
所
、 

同
五
日
同
様
度
々
震
ふ
事
甚
し
、
同
日
夕
方
よ
り 

俄
ニ
津
波
に
て
、
安
治
川
口
・
木
津
川
口
よ
り
大
船 

数
艘
一
時
ニ
川
中
ヘ
入
込
、
橋
々
悉
く
突
落
し
、 

木
津
川
口
ハ
大
黒
橋
ニ
迄
、
北
ハ
安
治
川
橋
迄
入
込
候
船
々 

数
し
れ
ず
、
怪
我
人
死
人
夥
敷
、
目
も
当
ら
れ
ぬ
哀 

な
る
事
也
、
其
上
勘
介
嶋
死
人
数
し
れ
ず
、
其
外 

寺
嶋
・
今
木
新
田
・
月
正
嶋
・
木
津
・
な
ん
ば 

 勘
助
嶌 

 
 

 

水
入 

 

泉
尾
新
田 

 

水
入 

月
正
嶋 

 
 

 

水
入 

 

今
木
新
田 

 
 

 

水
入 

大
こ
く
ば
し 

 

戎
は
し 

 住
吉
は
し 

落
る 

 

さ
い
わ
ひ
橋 

落
る 

 

汐
見
ば
し 

落
る 

ひ
よ
し
橋 

落
る 

難
波
村 

 
 

 

水
入 

道頓堀川すじ
 

木
津
川
す
じ 

嶋 

の 

内 

場 

 

船 

北堀江
 

南堀江
 

寺
嶋 田

地
水
入 

安 治 川  

四
ツ
は
し 

し
ん
さ
い
ば
し 

立売堀
 

嶌 屋 新 田  安
治
川
は
し 

落
る 

とミじま
 

尻
無
川 

木
津
村 

 
 

 

水
入 

な
ん
ば
新
田 

 
 

 

水
入 

難
波
御
蔵 

江
の
子
嶋 

№20 大坂大地震津波図 文字読み取り 

土
は
し 

さ
つ
ま
ほ
り 

江戸堀
 

京町堀
 

海部堀
 

高
は
し
落 ながほり川

 

ほりへ川
 

西 東 

南 

北 

さ
の
や 

は
し 

か
な
や 

ば 

し 

も
め
ん
や 

は 
 

し 

み
い
け 

は 

し 

新
町 

は
し 

御
番
所 

御
番
所 

何
れ
も
水
入
、
白
海
の
如
く
ニ
成
、
誠
ニ 

前
代
未
聞
之
騒
動
大
方 

な
ら
ず
、
其
荒
増
を 

し
る
す 

 

2
0
 

 

ほ
り
へ 

ば 

し 


